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小川未明の再転向

は
じ
め
に

 

本
稿
は
、
先
に
著
し
た
「
転
向
者
・
小
川
未
明
（
上
）
―
―
階
級
闘
争
か
ら

八
紘
一
宇
へ
」（「
日
本
文
学
文
化
」
平
成
二
八
年
二
月
）、お
よ
び
「
同
（
下
）」

（「
日
本
文
学
文
化
」
平
成
二
九
年
二
月
刊
行
予
定
）
の
続
編
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
る
。
一
連
の
論
考
に
お
い
て
、
私
は
、
大
正
期
、
社
会
主
義
者
だ
っ
た
小

川
未
明
が
、
戦
中
、
国
家
主
義
者
へ
転
向
し
て
い
く
過
程
を
、
彼
の
個
人
史
・

作
品
の
両
面
を
追
う
こ
と
で
辿
っ
て
い
っ
た
。
山
中
恒
が
「
日
本
児
童
文
学
最

高
の
作
家
と
さ
れ
て
き
た
未
明
の
戦
時
下
の
言
動
は「
見
て
は
な
ら
な
い
も
の
」

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
」（『
戦
時
児
童
文
学
論
』
大
月
書
店
、
平
成
二
二
年
一
一

月
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
従
来
、
未
明
神
話
の
陰
に
隠
れ
、
断
片
的
に
し
か

論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
未
明
の
「
転
向
者
」
と
し
て
の
側
面
を
通
史
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
な
い
、
意
義
の
あ
る
作
業
だ
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る

（
注
１
）

。

　

か
い
つ
ま
ん
で
要
約
す
る
な
ら
ば
、
大
正
―
戦
中
期
の
未
明
の
転
向
は
、
大

き
く
三
つ
の
観
点
か
ら
特
徴
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
資
本
家
階
級
と

労
働
者
階
級
間
の
階
級
対
立
の
認
識
が
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
家
族
国

家
観
に
よ
っ
て
、
融
解
し
て
し
ま
っ
た
点
。
二
つ
は
、
民
衆
の
受
難
に
寄
り
添

う
反
戦
意
識
が
、
施
政
者
目
線
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
賛
美
に
よ
っ
て
一
掃

さ
れ
た
点
。
三
つ
は
、
資
本
主
義
批
判
の
動
機
が
、
格
差
批
判
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
か
ら
資
本
主
義
が
も
た
ら
す
人
間
性
の
堕
落
へ
と
シ
フ
ト
し
た
点
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
路
線
転
換
と
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
未
明
の
転
向
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
戦
中
、「
苟

く
も
生
を
皇
土
に
享
け
る
も
の
は
一
木
一
草
と
雖
も
皇
土
の
た
め
に
役
立
つ
べ

き
」（「
当
面
の
児
童
文
化
」「
報
知
新
聞
」
昭
和
一
五
年
一
二
月
一
日
～
五
日
）

と
天
皇
制
国
家
へ
の
忠
誠
を
説
い
て
い
た
未
明
は
、
戦
後
、「
戦
争
が
わ
る
い

の
だ
！
」（「
戦
争
は
僕
を
大
人
に
し
た
」「
童
話
」
昭
和
二
二
年
二
・
三
月
）
と

叫
ぶ
、
反
戦
と
民
主
主
義
の
提
唱
者
と
な
っ
て
い
く
。
あ
ら
れ
も
な
い
状
況
追

随
、
あ
ら
れ
も
な
い
「
再
転
向
」
だ
。
本
論
が
目
指
す
の
は
、
先
の
小
論
で
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
戦
中
―
戦
後
の
再
転
向
の
軌
跡
を
、
丁
寧
に
跡

付
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

小
川
未
明
の
再
転
向　

―
―
敗
戦
以
後
―
―

文
学
研
究
科
日
本
文
学
文
化
専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年　

増
井　

真
琴
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一
、
戦
後
民
主
主
義
の
影
響

　

大
正
期
、「
正
当
な
る
権
利
に
よ
つ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
脅
威
せ
よ
！
」（「
労

働
祭
に
感
ず
」「
時
事
新
報
」
大
正
一
一
年
五
月
一
日
夕
刊
）
と
階
級
闘
争
を

推
進
し
、
戦
中
、「
八
紘
一
宇
の
精
神
こ
そ
、
全
人
類
を
救
ふ
に
足
る
も
の
で

あ
り
ま
せ
う
」（「
我
を
思
は
ば
国
家
を
思
へ
」『
新
日
本
童
話
』
竹
村
書
房
、

昭
和
一
五
年
六
月
）
と
聖
戦
を
礼
賛
し
て
い
た
小
川
未
明
だ
が
、
戦
争
に
負
け

る
と
、
今
度
は
反
戦
と
民
主
主
義
の
旗
振
り
役
と
な
る
。
電
光
石
火
の
如
き
変

わ
り
身
の
早
さ
だ
。
本
節
で
は
、
戦
後
期
の
未
明
の
足
跡
を
追
い
た
い
。

　

敗
戦
翌
年
の
昭
和
二
一
年
三
月
、
未
明
は
児
童
文
学
者
協
会
の
結
成
に
参
加

し
た
。
こ
の
会
は
、
関
英
雄
・
佐
藤
義
美
・
奈
街
三
郎
ら
中
堅
ど
こ
ろ
の
児
童

文
学
作
家
が
主
導
の
下
、
設
立
し
た
団
体
で
、
未
明
は
中
野
重
治
・
坪
田
譲
治
・

浜
田
広
介
な
ど
の
大
家
と
と
も
に
、
創
立
発
起
人
と
な
っ
て
い
る
。
会
の
創
立

趣
意
書
は
次
の
通
り
だ
。

日
本
が
い
ま
新
し
い
夜
明
を
迎
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
時
、
児
童
文
学
者
の

使
命
も
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
り
ま
す
。
軍
国
主
義
の
教
育
に
ゆ
が
め
ら
れ

た
児
童
の
精
神
を
解
放
し
、
児
童
に
真
の
人
間
性
が
何
で
あ
る
か
を
知
ら

せ
、
児
童
の
自
由
な
創
造
的
な
生
活
を
培
ふ
た
め
に
清
新
な
文
芸
の
沃
野

を
拓
く
事
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
ね
が
ひ
で
あ
り
ま
す
。

	

「
児
童
文
学
者
協
会
創
立
趣
意
」

	

（「
日
本
児
童
文
学
」昭
和
二
一
年
九
月
）

　

こ
こ
で
会
は
、
戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
を
、
児
童
の
精
神
を
「
ゆ
が
め
」
た

元
凶
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
代
わ
り
に
対
置
す
る
の
が
民
主
主
義
で
、
綱
領

に
は
「
民
主
主
義
的
な
児
童
文
学
を
創
造
し
普
及
す
る
」、
規
約
に
は
「
こ
の

会
は
民
主
主
義
文
化
の
建
設
の
た
め
に
自
由
で
芸
術
的
な
児
童
文
学
を
創
造
し

普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
、
民
主
主
義
を
重
要
視
す
る
路
線
を
敷
い

た
（「
日
本
児
童
文
学
」
同
前
）。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
「
上
か
ら
の
革
命
」
が
遂
行

さ
れ
て
い
た
当
時
の
時
代
風
潮
が
感
じ
ら
れ
る

（
注
２
）

。

　

も
っ
と
も
、
未
明
は
前
年
ま
で
日
本
少
国
民
文
化
協
会
へ
所
属
し
、
民
主
主

義
を
「
敵
性
文
化
」（「
解
放
戦
と
発
足
の
決
意
」
日
本
少
国
民
文
化
協
会
編
『
少

国
民
文
化
論
』
国
民
図
書
刊
行
会
、
昭
和
二
〇
年
二
月
）
呼
ば
わ
り
し
て
い
た

人
物
だ
。
国
民
を
「
陛
下
の
赤
子
」（「
日
本
的
童
話
の
提
唱
」「
報
知
新
聞
」

昭
和
一
四
年
九
月
二
〇
～
二
三
、二
五
・
二
六
日
）
と
呼
ん
で
も
い
た
。
社
会
主

義
か
ら
国
家
主
義
へ
と
同
様
、
こ
こ
に
は
明
確
な
思
想
的
変
節
が
あ
る
。
だ
が

こ
の
変
節
に
つ
い
て
、
未
明
の
口
か
ら
反
省
や
後
悔
の
言
葉
が
語
ら
れ
る
こ
と

は
、
片
言
隻
句
と
し
て
な
か
っ
た
。

　

機
関
誌
「
日
本
児
童
文
学
」
創
刊
号
で
行
わ
れ
た
、「
一
、
児
童
文
学
の
再

出
発
に
際
し
て
作
家
と
し
て
最
も
反
省
す
べ
き
点
」「
二
、
再
出
発
に
当
つ
て

の
抱
負
」
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
、未
明
は
次
の
よ
う
な
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。

敗
戦
の
結
果
国
民
は
た
し
か
に
卑
屈
と
な
り
無
気
力
と
な
つ
て
ゐ
る
。
戦

争
に
責
任
な
き
児
童
も
貧
血
症
に
か
か
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
こ
れ
ま
で
の

や
う
な
生
や
さ
し
い
い
い
子
主
義
や
、
通
俗
文
学
の
類
で
ど
う
な
る
も
の
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で
も
な
い
。
彼
等
の
勇
気
と
明
朗
性
を
取
戻
す
も
の
は
、
独
り
高
き
情
熱

に
燃
え
る
芸
術
の
力
だ
け
で
あ
る
。
此
際
作
家
は
外
的
な
解
放
運
動
の
他

に
、
内
的
に
彼
等
が
自
己
を
発
見
し
、
解
放
に
導
く
任
務
が
あ
る
。
そ
れ

に
は
先
づ
作
家
自
ら
の
自
己
革
命
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。

	

「
児
童
文
学
者
の
反
省
と
抱
負
」

	

（「
日
本
児
童
文
学
」昭
和
二
一
年
九
月
）

　

こ
の
文
章
か
ら
は
、
戦
中
、
国
策
協
力
を
担
っ
た
点
へ
の
自
省
が
欠
落
し
て

い
る
。「
自
己
革
命
」
は
語
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
あ
る
べ
き
「
自
己
批
判
」

は
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
答
え
た
作
家
は
未
明
を
含
め
て
二
七
名
。
編
集
部
は

「
作
家
自
身
の
内
面
的
な
反
省
の
声
を
き
き
た
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
編
集
部

の
出
題
が
言
葉
不
足
だ
つ
た
た
め
か
、
省
み
て
他
を
い
ふ
や
う
な
回
答
や
、
あ

ま
り
に
一
般
的
な
原
則
論
を
送
つ
て
き
た
回
答
が
多
か
つ
た
こ
と
は
遺
憾
」
と

遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
同
号
の
随
想
「
子
供
た
ち
へ
の
責
任
」
に
お

い
て
も
、
未
明
は
自
身
の
戦
争
責
任
に
関
し
て
、
他
人
事
の
よ
う
な
発
言
を
繰

り
返
し
て
い
る

（
注
３
）

。

　

昭
和
二
四
年
一
〇
月
、
未
明
は
児
童
文
学
者
協
会
の
初
代
会
長
へ
就
任
。
期

を
見
る
に
敏
と
い
う
べ
き
か
、
敗
戦
後
の
未
明
は
、
反
戦
と
民
主
主
義
を
盛
り

込
ん
だ
童
話
・
随
筆
を
次
々
と
発
表
し
て
い
く
。
未
明
は
何
等
の
反
省
な
き
ま

ま
、戦
後
と
い
う
時
代
の
主
潮
に
便
乗
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
上
笙
一
郎
は
、

こ
の
無
反
省
を
後
押
し
し
た
の
は
、
当
の
児
童
文
学
者
協
会
の
作
家
た
ち
に
他

な
ら
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

だ
け
れ
ど
も
、
私
は
、
皇
道
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ
と
い
う
思
想
の
変
化

が
、
い
さ
さ
か
の
自
己
反
省
も
と
も
な
わ
ず
に
お
こ
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
す
べ
て
未
明
一
個
の
責
任
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
そ
こ
に
は
、

大
衆
児
童
文
学
の
作
家
を
の
ぞ
く
日
本
の
児
童
文
学
者
す
べ
て
が
、
当
然

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
責
任
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具
体
的

に
い
え
ば
、
昭
和
二
一
年
三
月
日
本
児
童
文
学
者
協
会
創
立
の
と
き
、
未

明
は
選
ば
れ
て
初
代
会
長
の
椅
子
に
つ
い
た
の
だ
が
、
こ
の
会
の
創
立
趣

旨
に
は
、
た
し
か
、
侵
略
戦
争
に
協
力
し
な
か
っ
た
こ
と
を
会
員
資
格
と

す
る
と
い
う
一
項
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
会
の
会
長
に

選
ん
だ
こ
と
で
、
未
明
を
安
心
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
未
明
の
自
己
検
討
を

は
ば
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
一
面
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
と
す
れ

ば
、未
明
を
児
童
文
学
者
協
会
の
会
長
に
選
ん
だ
児
童
文
学
者
た
ち
に
も
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
一
半
の
責
任
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

	

上
笙
一
郎
「
戦
後
の
小
川
未
明
の
思
想
」

	

（「
日
本
児
童
文
学
」昭
和
三
六
年
一
〇
月
）

　

未
明
の
会
長
就
任
時
期
に
つ
い
て
は
上
の
思
い
違
い
だ
ろ
う
。「
侵
略
戦
争

に
協
力
し
な
か
っ
た
こ
と
を
会
員
資
格
と
す
る
と
い
う
一
項
」
が
趣
意
書
・
綱

領
・
規
約
に
明
文
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
し
関
は
、「
あ
の
当

時
の
時
勢
の
な
か
で
は
、
や
は
り
戦
争
中
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
軍
国
主
義
の
片

棒
を
か
つ
い
だ
人
は
積
極
的
に
は
誘
わ
な
い
と
い
う
ふ
う
な
申
し
合
せ
を
発
起
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人
会
で
し
ま
し
た
」（
関
英
雄
他
「
座
談
会　

戦
後
児
童
文
学
の
諸
問
題
」「
近

代
文
学
」
昭
和
三
四
年
二
月
）
と
語
っ
て
お
り
、「
申
し
合
せ
」
程
度
は
あ
っ

た
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
会
に
は
、
創
立
総
会
で
「
児
童
文
学
界
の
戦
争
責

任
明
確
化
及
び
戦
責
出
版
社
七
社
（
講
談
社
、
主
婦
之
友
社
、
旺
文
社
、
興
亜

日
本
社
、公
論
社
、山
海
堂
、家
の
光
協
会
―
―
引
用
者
注
）
へ
の
不
執
筆
動
議
」

（「
協
会
ニ
ュ
ー
ス
」「
日
本
児
童
文
学
」昭
和
二
一
年
九
月
）を
決
議
し
な
が
ら
、

「
無
キ
ズ
の
者
は
少
な
い
」（
関
英
雄
「
民
主
主
義
文
学
の
三
十
年
」
日
本
児
童

文
学
者
協
会
編
『
児
童
文
学
の
戦
後
史
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
三
年
一
二
月
）

こ
と
を
理
由
に
、
う
や
む
や
に
し
て
し
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
同
業
者
の
無
批

判
が
未
明
の
無
反
省
に
お
墨
付
き
を
与
え
た
と
す
る
上
の
指
摘
は
頷
け
よ
う
。

　

ち
な
み
に
、児
童
文
学
者
の
戦
争
加
担
に
関
し
て
は
、戦
後
二
反
長
半
が
、「
と

こ
ろ
が
児
童
文
学
者
の
中
で
、
小
林
多
喜
二
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
い
や
、
つ
い
に
小
林
多
喜
二
な
し
に
終
戦
を
迎
え
た
と
い
う
の
が
真
実
で

あ
ろ
う
」（『
児
童
文
学
の
展
望
』
大
阪
教
育
図
書
、
昭
和
四
八
年
八
月
）
と
、

全
員
有
罪
の
烙
印
を
押
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
批
判
な
き
環
境
の
中
で
、
昭
和
二
〇
年
代
、
未
明
は
世
俗
の
権

威
を
上
塗
り
し
て
い
っ
た
。
昭
和
二
一
年
一
二
月
、
こ
れ
ま
で
の
業
績
に
対
し

て
野
間
文
芸
賞
を
受
賞
。
昭
和
二
六
年
五
月
に
は
、
小
林
秀
雄
と
と
も
に
芸
術

院
賞
を
受
賞
し
た

（
注
４
）

。
昭
和
二
七
年
一
一
月
に
は
、
皇
族
・
高
松
宮
宣
仁
と
、
帝

国
劇
場
で
、自
作
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
舞
踊
を
鑑
賞
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

昭
和
二
八
年
一
一
月
に
は
、
永
井
荷
風
・
川
端
康
成
と
と
も
に
芸
術
院
会
員
へ

推
さ
れ
た
。
同
月
、
文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
、
終
身
年
金
を
獲
得
し
て
い

る
。
昭
和
二
五
年
一
一
月
に
は
、『
小
川
未
明
童
話
全
集
』
全
一
二
巻
が
、
昭

和
二
九
年
六
月
に
は
、小
説
と
感
想
を
収
め
た『
小
川
未
明
作
品
集
』全
五
巻
が
、

そ
れ
ぞ
れ
講
談
社
か
ら
発
行
開
始
さ
れ
た
。
敗
戦
か
ら
一
〇
年
、
戦
後
日
本
に

お
け
る
未
明
の
社
会
的
地
位
は
、
不
動
の
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
周
囲

の
要
請
も
あ
る
の
か
、
こ
の
頃
か
ら
半
生
を
振
り
返
る
、
回
顧
録
的
な
文
章
の

執
筆
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る

（
注
５
）

。

　

昭
和
二
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
童
話
伝
統
批
判
」
が
本
格
化

す
る
。こ
れ
は
、鳥
越
信
ら
早
大
童
話
会
の
宣
言「「
少
年
文
学
」の
旗
の
下
に
！
」

（「
少
年
文
学
」
昭
和
二
八
年
九
月
）
に
端
を
発
す
る
論
争
で
、
未
明
は
古
き
伝

統
童
話
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
、
徹
底
し
た
批
判
を
浴
び
た
。
鳥
越
・
古
田

足
日
・
い
ぬ
い
と
み
こ
と
い
っ
た
戦
後
デ
ビ
ュ
ー
の
若
手
が
、
そ
の
中
心
的
論

客
で
あ
る
。
批
判
の
主
眼
と
し
て
は
、
未
明
童
話
に
お
け
る
散
文
性
の
欠
如
、

社
会
変
革
の
意
志
の
欠
落
、
現
実
の
子
ど
も
読
者
の
軽
視
の
三
点
が
大
き
く
挙

げ
ら
れ
る
。
論
争
の
詳
細
や
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
逸
れ

る
の
で
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
、
児
童
文
学
界
と
い

う
狭
い
コ
ッ
プ
の
中
の
争
い
で
あ
る
に
せ
よ
、
未
明
は
生
涯
最
大
の
批
判
に
晒

さ
れ
た
。
当
時
の
状
況
を
、
西
本
鶏
介
は
「
そ
れ
ま
で
日
本
児
童
文
学
の
巨
星

と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
未
明
が
あ
た
か
も
文
化
大
革
命
の
よ
う
に
否
定
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
未
明
否
定
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
児
童
文
学
者
に
あ
ら
ざ
る

と
い
っ
た
風
潮
が
、
ぼ
く
た
ち
の
ま
わ
り
に
う
ず
ま
い
て
い
ま
し
た
」（「
伝
統

は
克
服
さ
れ
た
か　

未
明
・
広
介
・
譲
治
の
再
評
価
」「
日
本
児
童
文
学
」
昭

和
四
九
年
一
月
）
と
回
想
し
て
い
る
。
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だ
が
、
老
境
へ
入
っ
た
未
明
が
、
こ
れ
ら
の
論
戦
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
い
や
、
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
か
。
未
明
の
次
女
・
岡
上
鈴
江
は
、

昭
和
二
七
年
末
、
第
二
の
高
円
寺
の
家
へ
移
り
住
ん
だ
時
点
で
、
未
明
は
既
に

相
当
程
度
老
化
し
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

足
が
思
う
よ
う
に
軽
く
あ
が
ら
ず
、
自
分
の
気
持
で
は
あ
げ
た
つ
も
り
の

足
が
地
面
に
つ
っ
か
か
っ
て
身
体
の
安
定
を
失
い
、
前
の
め
り
に
な
る
の

だ
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
う
え
、
た
だ
で
さ
え
は
や
口
で
わ
か
り
に
く
い

言
語
は
ま
す
ま
す
聞
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
く
。
父
の
い
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
ら
ず
、
何
度
か
き
き
か
え
す
う
ち
に
、
気
短
か
な
父
は
い
ら
い
ら
し

て
怒
鳴
り
ち
ら
し
て
し
ま
う
。
か
か
り
つ
け
の
医
者
は
定
期
的
に
診
に
き

た
が
、
血
圧
な
ど
を
は
か
っ
た
あ
と
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
に
、「
別
に
異

常
は
な
い
、
か
る
い
脳
軟
化
症
だ
け
れ
ど
、
こ
れ
は
老
人
病
で
い
た
し
か

た
が
な
い
」
と
い
い
、「
病
気
を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
、
過
労
や
刺
激
を

さ
け
、
ル
チ
ン
を
お
の
み
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
い
っ

た
。

岡
上
鈴
江
『
父
小
川
未
明
』（
新
評
論
、
昭
和
四
五
年
五
月
）

　

脳
軟
化
症
と
は
脳
へ
酸
素
が
行
き
渡
ら
ず
、脳
の
一
部
が
壊
死
す
る
疾
患
で
、

今
で
い
う
脳
梗
塞
の
こ
と
だ
。
晩
年
の
未
明
は
、
身
体
の
自
由
が
利
か
ず
、
知

的
に
衰
え
て
い
た
。
当
然
、
創
作
数
は
減
っ
て
い
る
。

　

ま
た
リ
ア
リ
ズ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
た
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
大
正
期
の
社
会
主

義
時
代
の
作
品
群
ほ
ど
称
賛
を
集
め
な
か
っ
た
。
晩
年
に
限
ら
ず
、
戦
後
の
未

明
童
話
は
、
同
時
代
・
後
世
を
通
し
て
、
お
お
む
ね
評
価
が
低
い
。
例
え
ば
川

崎
大
治
は
、「
近
年
小
川
さ
ん
が
、
ま
す
ま
す
生
活
的
な
童
話
に
主
力
を
そ
そ

ぐ
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
、
か
え
つ
て
作
品
は
、
児
童
か
ら
離
れ
る
よ
う
な
傾
向

に
あ
る
。
そ
し
て
、
初
期
の
空
想
的
社
会
主
義
時
代
の
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
、
激

し
い
人
類
愛
の
熱
情
に
も
え
た
頃
の
作
品
に
、
か
え
つ
て
、
児
童
は
大
き
な
魅

力
を
か
ん
じ
て
い
る
」（
川
崎
大
治
他「
現
代
児
童
文
学
作
家
二
十
七
人
論
」「
日

本
児
童
文
学
」昭
和
二
六
年
六
月
）と
論
評
。
西
本
は
戦
後
作
品
に
つ
い
て
、「
あ

の
目
を
み
は
る
イ
メ
ー
ジ
の
美
し
さ
も
、
奔
放
な
空
想
力
も
影
を
ひ
そ
め
て
し

ま
っ
て
」
お
り
、
代
わ
り
に
「
説
教
臭
く
」、「
も
は
や
戦
後
を
生
き
る
作
家
で

は
な
」
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
（「
解
説
」『
定
本
小
川
未
明
童
話
全
集
１
４
』

講
談
社
、
昭
和
五
二
年
一
二
月
）。

　

昭
和
三
六
年
五
月
、
未
明
は
脳
出
血
で
倒
れ
、
死
去
し
た
。
七
九
歳
だ
っ
た
。

死
後
、
昭
和
天
皇
か
ら
金
一
封
を
送
ら
れ
て
い
る

（
注
６
）

。

二
、「
戦
争
が
悪
い
の
だ
！
」
―
―
反
省
な
き
反
戦

　

か
く
し
て
、
敗
戦
後
の
小
川
未
明
は
、
児
童
文
学
者
協
会
の
結
成
に
参
加
。

そ
れ
ま
で
の
聖
戦
賛
美
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
反
戦
と
民
主
主
義
の
唱
導
者
と

な
っ
て
行
く
。
こ
の
過
程
で
、
過
去
の
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
未
明
は
、「
日
本
児
童
文
学
の
父
」
と
し
て
戦
後
社
会
に

地
歩
を
固
め
、
芸
術
院
会
員
・
文
化
功
労
者
な
ど
、
数
々
の
栄
誉
を
も
の
に
す

る
こ
と
と
な
る
。
本
節
で
は
、
戦
後
の
未
明
の
思
想
傾
向
を
作
品
に
即
し
て
分
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析
し
て
み
た
い
。

　

八
・
一
五
以
後
の
未
明
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
第
一
に
反
戦
意
識
で
あ
る
。

た
だ
し
、
大
正
期
の
反
戦
意
識
が
、
国
家
と
民
衆
の
利
害
相
反
と
い
う
社
会
主

義
的
な
―
―
そ
の
意
味
で
は
や
や
観
念
的
な
―
―
対
立
図
式
を
根
拠
と
し
て
い

た
の
に
対
し
て
（
拙
稿
「
転
向
者
・
小
川
未
明
（
上
）」
参
照
）、
戦
後
の
そ
れ

は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
い
う
現
実
の
敗
戦
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
「
悲
し
み
を
知
ら
な
い
噺
」（「
社
会
」
昭
和
二
一
年
九
月
）
は
三
人
称
童
話
。

主
人
公
は
、
消
息
不
明
の
出
征
兵
士
を
息
子
に
持
つ
「
地
主
」
だ
。
戦
争
孤
児

を
育
て
る
「
和
尚
」
が
、
地
主
宅
を
訪
れ
、
孤
児
園
へ
の
支
援
を
求
め
る
の

が
、
お
お
よ
そ
の
物
語
の
筋
で
あ
る
。
和
尚
は
、「
い
や
、
こ
ん
ど
の
戦
争
で

は
、
お
気
の
毒
な
方
が
、
ど
れ
程
ゐ
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。
何
に
し
て
も
、
戦
争

ば
か
り
は
、
地
獄
に
ま
さ
る
、
こ
の
世
の
地
獄
で
す
ぞ
」
と
、
戦
争
＝
「
こ
の

世
の
地
獄
」
と
い
う
見
方
を
披
歴
。
戦
後
の
困
窮
に
つ
い
て
、「
子
供
に
は
罪

が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
大
人
の
犯
し
た
悪
の
報
い
で
す
」
と
因
果
応
報
を
語

る
。
地
主
も
ま
た
、「
和
尚
さ
ん
が
、
い
は
れ
た
や
う
に
、
子
供
に
罪
は
な
い
。

凡
て
が
大
人
の
責
任
な
ん
だ
」と
感
じ
入
る
。先
の
大
戦
の
惨
禍
に
対
す
る
生
々

し
い
実
感
と
、
一
億
総
懺
悔
的
な
雰
囲
気
が
濃
厚
だ
。

　
「
新
し
い
町
」（「
幼
年
ク
ラ
ブ
」
昭
和
二
二
年
八
月
）
は
三
人
称
童
話
。
主

人
公
は
少
年
「
勇
吉
」
だ
。
勇
吉
は
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
露
天
で
商
い
を
し
な

が
ら
、
戦
争
へ
行
っ
た
父
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
。
隣
の
露
天
商
は
、「
ど
く

へ
び
が
す
ん
で
い
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
病
死
し
た
、お
い
」
を
持
つ
下
駄
屋
の
「
お

じ
い
さ
ん
」
で
、
勇
吉
と
は
仲
が
良
い
。
あ
る
日
、
様
子
の
お
か
し
い
「
せ
の

高
い
男
」
が
通
り
を
徘
徊
し
、
店
を
覗
い
て
は
「
こ
こ
は
、
げ
た
だ
な
。
げ
た

ば
か
り
か
。
こ
ん
な
も
の
た
べ
ら
れ
な
い
」「
こ
こ
は
、
ろ
う
そ
く
、
マ
ッ
チ
、

か
や
り
せ
ん
こ
う
、
色
紙
、
み
ん
な
た
べ
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
」
な
ど
と
、

食
べ
物
へ
異
常
に
執
着
し
た
様
子
を
見
せ
る
。
聞
け
ば
、
こ
の
男
は
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
か
ら
の
帰
還
者
で
、
戦
時
中
は
、
蛇
や
ト
カ
ゲ
、
青
虫
を
食
べ
て
い
た
ら

し
い
。
お
か
あ
さ
ん
は「
お
き
の
ど
く
に
、気
が
へ
ん
な
ん
で
す
ね
」と
憐
れ
み
、

お
じ
い
さ
ん
は
「
せ
ん
そ
う
が
、
わ
る
い
ん
だ
」
と
呼
応
す
る
。
勇
吉
も
「
目

に
い
っ
ぱ
い
な
み
だ
を
」
浮
か
べ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
食
へ
固
執
す
る
南
方

戦
線
の
復
員
兵
の
言
動
を
通
し
て
、「
気
が
へ
ん
」
に
な
る
ほ
ど
の
後
遺
症
を

も
た
ら
す
、
戦
争
の
非
惨
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
「
戦
争
は
僕
を
大
人
に
し
た
」（「
童
話
」
昭
和
二
二
年
二
・
三
月
）
は
三
人
称

童
話
。
主
人
公
は
少
年
「
清
吉
」
だ
。
戦
争
で
未
帰
還
の
父
、
残
さ
れ
た
母
子

と
い
う
家
族
設
定
は
、「
新
し
い
町
」
と
同
様
で
あ
る
。
清
吉
は
、
母
の
言
い

付
け
で
用
足
し
へ
出
向
く
途
中
、
悪
童
に
「
お
化
」
と
罵
ら
れ
て
泣
く
、「
お

婆
さ
ん
」
を
目
撃
す
る
。
清
吉
は
子
ど
も
ら
を
追
い
払
い
、
お
婆
さ
ん
を
慰
め

る
と
、
彼
女
は
「
わ
た
し
も
、
家
を
焼
か
れ
て
、
身
寄
り
は
な
し
、
知
り
合
の

と
こ
ろ
で
、
厄
介
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
寒
さ
の
た
め
、
持
病
の
リ
ユ
ウ
マ
チ
が

で
て
、
お
薬
を
買
ひ
に
行
つ
た
…
…
」
と
、
涙
な
が
ら
に
身
の
上
を
語
っ
た
。

父
の
い
な
い
清
吉
以
上
に
、「
お
化
」
は
孤
独
な
境
遇
だ
っ
た
。
清
吉
は
彼
女

の
「
あ
は
れ
な
影
を
見
送
つ
た
」
後
、「
戦
争
が
わ
る
い
の
だ
！
」
と
叫
ぶ
。

こ
こ
か
ら
物
語
は
、
か
つ
て
空
襲
の
夜
、
猛
火
の
中
、
母
と
逃
げ
惑
い
、
母
が

涙
し
た
時
点
（「
お
前
、
帰
ら
う
つ
て
、
ど
こ
へ
帰
へ
る
の
。
も
う
お
家
は
な
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い
ん
だ
よ
」）
へ
と
遡
る
。
本
編
で
は
、
戦
後
と
戦
時
下
、
二
人
の
女
性
の
涙

を
通
し
て
、
戦
争
が
い
か
に
人
間
を
苦
し
め
る
も
の
か
、
剔
抉
し
て
い
る
。

　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
戦
後
の
未
明
童
話
に
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
素
材

と
し
た
、反
戦
意
識
の
横
溢
し
た
も
の
が
多
い
。大
正
期
の
童
話「
野
薔
薇
」（「
大

正
日
日
新
聞
」
大
正
九
年
四
月
一
二
日
夕
刊
）
や
「
強
い
大
将
の
話
」（「
読
売

新
聞
」
大
正
九
年
一
一
月
一
五
～
一
八
日
）
が
、
特
定
の
時
代
、
特
定
の
戦
争

を
名
指
し
し
な
い
メ
ル
ヘ
ン
な
反
戦
表
象
で
あ
っ
た
の
と
は
、
対
照
的
だ
。

　

と
は
言
え
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
か
つ
て
自
身
が
そ
の
戦
争
へ
協
力
し
た

過
去
に
対
す
る
反
省
が
、
致
命
的
な
ま
で
欠
け
て
い
る
。
戦
後
、「
戦
争
が
わ

る
い
の
だ
！
」
と
作
中
人
物
に
語
ら
せ
て
い
る
未
明
は
、
戦
時
中
、「
東
亜
新

秩
序
」（
近
衛
文
麿
内
閣
）
や
「
大
東
亜
共
栄
圏
」（
東
条
英
機
内
閣
）
の
理
念

に
共
鳴
し
、「
然
る
に
今
度
の
事
変
は
、私
達
に
民
族
的
の
自
覚
を
促
し
た
。（
中

略
）
即
ち
、
私
達
の
民
族
的
理
想
と
し
て
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
が
あ
り
、
国

防
国
家
の
完
遂
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
す
べ
て
の
作
家
は
、文
学
行
動
を
通
し
て
、

翼
賛
し
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
」（「
新
し
き
児
童
文
学
の
道
」「
都
新
聞
」

昭
和
一
六
年
五
月
一
二
・
一
三
日
）
な
ど
と
、
戦
意
高
揚
を
煽
っ
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
思
想
的
変
節
に
つ
い
て
無
反
省
の
態
度
を
貫
い
た
こ
と

は
、
未
明
と
い
う
人
間
の
大
き
な
特
徴
だ
。

　

未
明
は
何
故
、
反
省
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
一
つ
に
、
彼
が
、
物
事

を
客
観
的
に
捉
え
る
能
力
を
著
し
く
欠
い
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
続

橋
達
雄
は
、
未
明
が
「
自
伝
」（「
早
稲
田
文
学
」
明
治
四
五
年
一
月
）
で
、
中

学
時
代
の
カ
ン
ニ
ン
グ
を
「
カ
ン
ニ
ン
グ
を
陋
劣
な
る
理
化
の
教
師
に
発
見
せ

ら
れ
た
た
め
落
第
し
た
。
私
は
、
終
生
故
郷
の
学
校
生
活
に
対
し
て
憤
怒
と
屈

辱
の
念
を
禁
じ
得
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る
点
を
捉
え
、
次
の
よ
う
な
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

倫
理
的
に
み
れ
ば
、
か
れ
の
カ
ン
ニ
ン
グ
こ
そ
陋
劣
な
行
為
で
あ
る
。
そ

れ
を
反
省
す
る
こ
と
な
し
に
、
カ
ン
ニ
ン
グ
を
発
見
し
た
相
手
の
陋
劣
さ

を
攻
撃
し
て
や
ま
な
い
。（
中
略
）
幼
い
と
い
え
ば
ま
こ
と
に
幼
く
、
自

我
の
強
い
自
己
中
心
的
発
想
が
鮮
明
で
あ
る
。

続
橋
達
雄
『
未
明
童
話
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
昭
和
五
二
年
一
月
）

　

カ
ン
ニ
ン
グ
の
実
行
者
と
摘
発
者
、
ど
ち
ら
に
非
が
あ
る
か
と
言
え
ば
普
通

前
者
だ
が
、「
自
伝
」
で
は
前
者
が
後
者
を
「
陋
劣
」
と
非
難
す
る
倒
錯
が
生

じ
て
い
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
逆
ギ
レ
だ
。
続
橋
は
こ
の
一
文
に
着
目
し
、「
こ

こ
か
ら
は
、
自
己
と
か
人
間
あ
る
い
は
社
会
の
あ
り
よ
う
を
表
か
ら
裏
か
ら
眺

め
て
相
対
化
し
、
冷
静
に
客
観
的
に
そ
れ
ら
を
凝
視
し
よ
う
と
す
る
作
家
的
姿

勢
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
」
と
、
後
年
の
未
明
の
感
情
的
な
作
風

0

0

0

0

0

0

と
の
連
続
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

二
つ
に
、保
身
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
高
村
光
太
郎
が
「
暗
愚
小
伝
」（「
展
望
」

昭
和
二
二
年
七
月
）
で
自
己
切
開
し
た
よ
う
に
、
自
ら
の
戦
争
責
任
を
認
め
る

こ
と
は
、
世
間
か
ら
非
難
を
浴
び
、
作
家
と
し
て
の
栄
達
を
放
棄
す
る
事
態
へ

繋
が
り
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
で
、
戦
後
、
童
話
作
家
仲
間
が
過
去
を

咎
め
ず
、
児
童
文
学
者
協
会
会
長
の
席
ま
で
与
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、「
未
明
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を
安
心
さ
せ
」（
上
笙
一
郎
「
戦
後
の
小
川
未
明
の
思
想
」「
日
本
児
童
文
学
」

昭
和
三
六
年
一
〇
月
）
る
、
誠
に
都
合
の
よ
い
展
開
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

な
お
、
戦
中
か
ら
戦
後
へ
と
同
様
、
大
正
か
ら
戦
中
に
か
け
て
の
転
向
も
相

当
激
し
い
が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
も
未
明
に
は
反
省
し
た
形
跡
が
な
い
。
未
明

の
無
反
省
は
筋
金
入
り
だ
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
民
主
主
義
の
推
進
で
あ
る
。

今
は
た
し
か
に
文
学
革
命
の
と
き
で
あ
る
。
戦
後
旧
文
化
は
破
壊
さ
れ
、

道
義
、
慣
習
は
も
と
よ
り
、
秩
序
は
混
乱
し
、
善
悪
の
標
準
す
ら
失
わ
れ

た
。
し
か
る
に
代
る
べ
き
新
道
徳
は
起
つ
て
い
な
い
。
特
権
階
級
や
金
持

が
横
暴
で
あ
つ
て
、
弱
肉
強
食
が
平
気
で
行
わ
れ
て
い
る
限
り
人
権
の
平

等
、
分
配
の
公
正
の
事
実
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
く
、
真
の
民
主
主
義
は
あ

り
え
な
い
。「

現
下
の
所
感
」（「
児
童
文
学
新
聞
」
昭
和
二
五
年
三
月
一
日
）

　

こ
の
文
章
は
、
児
童
文
学
者
協
会
の
機
関
誌
「
児
童
文
学
新
聞
」
第
一
号
へ

寄
せ
た
一
文
だ
。
副
題
は
「
会
長
を
受
諾
し
て
」、
一
面
の
ト
ッ
プ
記
事
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
。「
特
権
階
級
や
金
持
」の
横
暴
、「
弱
肉
強
食
」の
社
会
を
、「
真

の
民
主
主
義
」
の
観
点
か
ら
批
判
し
よ
う
と
い
う
の
が
、全
体
の
論
旨
で
あ
る
。

文
末
で
は
、「
資
本
力
の
攻
勢
」
に
対
し
て
、「
真
の
民
主
主
義
へ
の
新
し
き
芽

を
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
重
ね
て
語
ら
れ
る
。
戦
前
、「
吾
等
の
文

化
は
、
民
主
々
義
的
な
、
敵
性
文
化
の
類
似
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
」

「
自
由
主
義
時
代
に
感
染
し
た
る
、
心
の
汚
辱
を
一
洗
し
て
、
真
に
日
本
精
神

に
生
き
、
国
家
に
殉
ず
る
こ
と
で
あ
る
」（「
解
放
戦
と
発
足
の
決
意
」
日
本
少

国
民
文
化
協
会
編
『
少
国
民
文
化
論
』
国
民
図
書
刊
行
会
、昭
和
二
〇
年
二
月
）

と
民
主
主
義
・
自
由
主
義
を
否
定
し
、「
日
本
の
家
族
制
度
は
、
日
本
精
神
を

中
軸
と
す
る
、
世
界
無
比
の
も
の
で
あ
る
。
皇
道
日
本
は
皇
室
中
心
の
一
大
家

族
で
な
い
か
？
」（「
日
本
的
童
話
の
提
唱
」「
報
知
新
聞
」
昭
和
一
四
年
九
月

二
〇
～
二
三
、二
五
・
二
六
日
）
と
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
家
族
国
家
論
を
唱
え
て

い
た
人
間
と
、
よ
も
や
同
一
人
物
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
「
心
の
芽
」（「
少
国
民
の
友
」
昭
和
二
一
年
二
月
）
は
三
人
称
童
話
。
主
人

公
は
青
年
「
正
吉
」
だ
。
正
吉
は
幼
少
期
、
不
慮
の
事
故
か
ら
右
足
に
障
害
を

負
い
、「
碌
々
学
校
へ
も
行
か
ず
」、
町
の
縫
箔
屋
へ
弟
子
入
り
す
る
。
手
先
の

器
用
な
正
吉
は
、「
主
人
」
の
代
わ
り
を
す
る
ほ
ど
の
腕
前
と
な
っ
た
が
、
戦

争
の
最
中
、
縫
箔
屋
は
商
売
に
な
ら
ず
、
ま
も
な
く
閉
店
し
ま
っ
た
。
戦
後
、

成
人
と
な
り
、
主
人
と
再
会
し
た
正
吉
は
、
近
日
行
わ
れ
る
総
選
挙
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
説
諭
を
受
け
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
な
い
し
、
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ん
。
そ
し
て
、
真
に
、
自
分
達
の
た
め
に
な
り
、
力
の
な
い
者
の
味
方

に
な
る
、
正
し
い
人
間
を
選
挙
す
る
の
だ
。
い
ま
ま
で
は
、
そ
う
い
ふ
あ

た
り
ま
へ
の
こ
と
す
ら
出
来
な
か
つ
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
れ
が
で
き
る
、

自
由
な
時
代
に
な
つ
た
の
を
、
知
つ
て
ゐ
る
ね
」

「
は
い
、
自
由
主
義
の
時
代
で
せ
う
」
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小川未明の再転向

「
さ
う
だ
、
自
分
が
正
し
い
と
信
じ
た
と
ほ
り
に
す
る
、
そ
れ
が
何
よ
り

貴
い
こ
と
な
の
だ
よ
」

　

続
け
て
、「
金
と
か
、
学
問
と
か
い
ふ
こ
と
よ
り
、
何
よ
り
み
ん
な
が
正
し

い
考
を
持
つ
人
間
と
な
る
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
ね
」
と
問
う
正
吉
に
、
主
人

は
「
そ
れ
が
、
民
主
主
義
な
ん
だ
よ
」
と
応
答
。
主
人
の
教
え
を
受
け
た
正
吉

は
、
以
後
誰
に
投
票
し
よ
う
か
、「
暇
が
あ
れ
ば
、
選
挙
候
補
者
の
演
説
を
聞

き
歩
く
」
よ
う
に
な
る
。
本
編
で
は
、
戦
中
期
、
痛
罵
の
対
象
だ
っ
た
民
主
主

義
や
自
由
主
義
が
、
青
年
の
指
針
と
す
べ
き
理
念
・
価
値
観
と
し
て
称
揚
さ
れ

て
い
る

（
注
７
）

。「
猫
も
杓
子
も
自
由
主
義
と
い
ひ
、
民
主
主
義
と
い
ふ
」（
本
田
秋
五

「
芸
術
歴
史
人
間
」「
近
代
文
学
」
昭
和
二
一
年
一
月
）
時
代
の
、
典
型
例
だ

（
注
８
）。

　

第
三
の
特
徴
は
、
私
欲
へ
の
嫌
悪
で
あ
る
。

今
日
の
商
品
雑
誌
の
、
少
か
ら
ず
児
童
に
迎
合
す
る
ご
と
き
傾
向
は
必
ず

し
も
、
児
童
の
真
の
趣
味
娯
楽
を
も
っ
て
選
択
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し

ろ
大
人
の
要
求
や
、
興
味
が
反
響
し
た
と
い
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

の
子
供
が
猟
奇
的
や
英
雄
主
義
や
、
冒
険
や
、
闘
争
的
の
こ
と
や
、
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
愛
好
す
る
の
は
、
資
本
主
義
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
感
染
し
た
大
人
の
心
が
反
映
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

	

「
童
話
作
家
を
志
す
人
へ
」

	

（
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
編
『
児
童
文
学
の
書
き
方
』

	

角
川
新
書
、
昭
和
三
一
年
九
月
）

ま
た
、
金
銭
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
（
幼
少
期
、
両

親
に
―
―
引
用
者
注
）
厳
し
く
説
き
き
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
そ
の
家

へ
使
に
行
っ
て
、
そ
の
御
苦
労
賃
に
と
お
菓
子
な
ど
を
い
た
だ
い
て
帰
る

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
金
銭
を
も
ら
う
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
も
の
の
考
え
か
た
が
物
質
的
に
偏
る
こ
と
を
厳
に
戒
め
ら
れ
て
い

た
の
で
す
。（
中
略
）
そ
う
い
う
遠
い
日
の
こ
と
を
お
も
う
と
、
現
代
の

社
会
に
は
あ
ま
り
に
も
精
神
教
育
が
欠
け
て
い
る
と
お
も
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。
世
の
中
は
進
ん
だ
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
金
が
あ
り
さ
え
す
れ

ば
何
で
も
出
来
る
と
い
う
世
の
中
を
私
は
肯
定
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
の

で
す
。「

自
分
を
失
っ
て
は
い
け
な
い
」（「
社
会
教
育
」
昭
和
二
六
年
七
月
）

　
「
資
本
主
義
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
感
染
し
た
大
人
の
心
」「
金
が
あ
り
さ
え

す
れ
ば
何
で
も
出
来
る
と
い
う
世
の
中
」を
肯
ん
じ
得
な
い
未
明
。
未
明
に
は
、

物
欲
・
金
銭
欲
・
名
誉
欲
な
ど
、
資
本
主
義
が
昂
進
す
る
人
間
の
私
欲
全
般
へ

の
嫌
悪
が
あ
る
。
濃
淡
は
あ
れ
、
こ
の
私
欲
へ
の
嫌
悪
は
、
大
正
・
戦
中
・
戦

後
と
一
貫
し
て
い
よ
う

（
注
９
）

。
だ
が
、
大
正
・
戦
中
期
の
未
明
が
、
私
欲
の
大
本
た

る
資
本
主
義
を
「
階
級
闘
争
」
や
「
日
本
精
神
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
直
接
弾
劾

し
て
い
た
の
に
対
し
、
戦
後
期
の
未
明
は
、
資
本
主
義
そ
の
も
の
へ
の
批
判
を

さ
ほ
ど
行
わ
な
い
。
代
わ
り
に
、
個
人
の
私
欲
へ
の
惑
溺
を
、
精
神
論
的
に
戒

め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
「
金
で
買
え
な
い
仕
合
せ
」（「
こ
ど
も
朝
日
」
昭
和
二
三
年
七
月
）
は
三
人
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称
童
話
。
主
人
公
は
、「
田
舎
の
貧
し
い
家
」
に
生
ま
れ
育
っ
た
「
ヤ
ス
ケ
じ

い
さ
ん
」だ
。
ヤ
ス
ケ
は
少
年
期
に
東
京
へ
奉
公
へ
出
さ
れ
て
以
来
、「
人
間
は
、

い
つ
で
も
正
直
に
、
よ
く
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
亡
き
母
の
教
え
を

墨
守
し
、清
貧
に
生
き
て
い
る
。
あ
る
日
、ヤ
ス
ケ
の
も
と
に
、戦
後
成
金
の「
サ

キ
チ
親
方
」
が
現
れ
、
母
の
思
い
出
の
品
で
あ
る
バ
ラ
の
高
額
売
買
を
持
ち
か

け
て
き
た
が
（「
お
じ
い
さ
ん
、い
く
ら
で
も
金
を
出
し
ま
す
が
、こ
の
ば
ら
を
、

私
に
ゆ
ず
つ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
」）、
ヤ
ス
ケ
は
拒
否
。
ヤ
ス
ケ
の
拒
絶
を
通

し
て
、
金
に
釣
ら
れ
な
い
心
の
清
白
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
託
児
所
の
あ
る
村
」（「
文
学
教
育
」昭
和
二
六
年
一
〇
月
）は
三
人
称
童
話
。

地
方
の
託
児
所
を
舞
台
と
し
た
群
像
劇
だ
。「
子
供
達
」
や
「
若
い
保
母
さ
ん
」

は
愉
快
に
過
ご
し
て
い
る
が
、
あ
る
日
東
京
か
ら
、「
黒
い
服
を
着
た
、
役
人
」

の
一
行
が
見
学
へ
来
る
と
、「
冷
た
い
空
気
が
、
あ
た
り
を
流
れ
」
る
。
近
く

で
写
生
中
の
「
青
年
画
家
」
は
、
訝
る
一
行
に
、「
お
役
人
や
、
金
持
や
、
学

者
は
、
自
分
等
の
仲
間
で
な
い
、
い
つ
も
上
の
方
に
い
て
、
命
令
す
る
も
の
だ

と
思
つ
て
い
る
か
ら
、
き
ゆ
う
に
、
い
つ
し
ょ
に
な
つ
て
、
わ
ら
つ
た
り
、
話

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
の
で
す
」
と
説
明
。
自
身
の
画
家
と
し
て
の
功
名

心
を
問
わ
れ
る
と
、「
と
ん
で
も
な
い
、そ
れ
は
名
誉
欲
の
強
い
人
の
こ
と
で
す
」

と
否
定
す
る
。「
し
か
し
、自
然
は
、い
つ
見
て
も
平
和
で
、美
し
い
。
人
間
も
、

ま
ち
が
つ
た
考
え
や
、
欲
望
さ
え
持
た
な
け
れ
ば
、
互
に
親
し
み
合
う
こ
と
が

出
来
て
、
美
し
い
に
ち
が
い
が
あ
り
ま
せ
ん
」。
欲
望
を
絶
っ
た
先
に
、
美
し

い
共
存
共
栄
の
社
会
が
訪
れ
る
と
い
う
の
が
、
画
家
の
主
張
だ
。
こ
の
主
張
に

は
、
未
明
の
理
想
が
、
よ
く
仮
託
さ
れ
て
い
よ
う
。

　
「
き
よ
く
た
だ
し
く
」（「
五
年
の
学
習
」
昭
和
三
一
年
一
月
）
は
随
筆
。
児

童
雑
誌
の
新
年
号
に
書
か
れ
た
一
文
だ
。
こ
の
随
筆
で
、
未
明
は
「
き
み
た
ち

は
い
ま
、
人
生
の
か
ど
で
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
出
発
に
あ
た
っ
て
、
き
み
た

ち
は
じ
ぶ
ん
に
ほ
こ
り
を
も
ち
、
つ
ね
に
正
し
い
、
美
し
い
も
の
に
目
を
む
け
、

き
た
な
い
、
ま
ち
が
っ
た
も
の
か
ら
、
じ
ぶ
ん
を
ま
も
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

（
中
略
）
わ
る
い
か
ん
き
ょ
う
に
ま
け
ず
、
美
と
正
義
に
か
ん
げ
き
す
る
人
間

に
な
ろ
う
」
と
、
タ
イ
ト
ル
通
り
、「
き
よ
く
た
だ
し
く
」
生
き
る
よ
う
、
児

童
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
小
学
生
向
け
の
文
章
だ
か
ら
、
対
峙
す
べ
き
「
き
た
な

い
、
ま
ち
が
っ
た
も
の
」「
わ
る
い
か
ん
き
ょ
う
」
が
何
を
指
す
の
か
、
具
体

的
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
サ
キ
チ
親
方
や
役
人
の
一
行
に
象
徴

さ
れ
る
大
人
の
私
欲
も
、
当
然
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
見
て
き
た
通
り
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
未
明
は
国
家
主
義
者
か

ら
反
戦
民
主
主
義
の
伝
道
者
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。
社
会
主
義
の
放
擲
に
次
ぐ

「
再
転
向
」
だ
。
本
稿
で
は
最
後
に
、
こ
の
間
の
未
明
の
再
転
向
を
、
大
き
く

三
つ
の
観
点
か
ら
振
り
返
り
た
い
。

　

一
つ
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
推
進
が
、
反
戦
の
呼
号
へ
と
反
転
し
た

点
で
あ
る
。
未
明
は
戦
中
、
近
衛
文
麿
内
閣
、
東
条
英
機
内
閣
が
そ
れ
ぞ
れ
提

起
し
た
「
東
亜
新
秩
序
」「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
理
念
に
同
調
し
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
を
積
極
的
に
礼
賛
し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
我
が
日
本
は
、
実
に

そ
れ
故
に
東
亜
後
進
諸
民
族
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
搾
取
と
暴
戻
を
恣
に
し
た
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る
、
米
英
の
鉄
鎖
を
断
ち
、
永
遠
に
そ
の
禍
根
を
絶
た
ん
と
し
て
立
上
つ
た
の

で
あ
る
」（「
解
放
戦
と
発
足
の
決
意
」
日
本
少
国
民
文
化
協
会
編
『
少
国
民
文

化
論
』
国
民
図
書
刊
行
会
、
昭
和
二
〇
年
二
月
）
と
、
連
合
国
と
の
戦
い
の
正

義
性
を
確
信
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
敗
戦
後
の
未
明
は
「
戦
争
ば
か
り
は
、

地
獄
に
ま
さ
る
、
こ
の
世
の
地
獄
で
す
ぞ
」「
み
ん
な
大
人
の
犯
し
た
悪
の
報

い
で
す
」（「
悲
し
み
を
知
ら
な
い
噺
」「
社
会
」
昭
和
二
一
年
九
月
）
と
、
戦

争
の
悲
劇
・
愚
昧
さ
を
、
童
話
の
作
中
人
物
へ
嘆
か
せ
る
に
至
っ
た
。
し
か
も

自
身
の
戦
争
責
任
に
関
し
て
は
、一
言
半
句
た
り
と
も
反
省
の
弁
を
語
ら
な
い
。

無
節
操
と
さ
え
言
え
る
、
朝
令
暮
改
振
り
だ
。

　

二
つ
は
、
政
治
体
制
の
理
想
が
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
家
族
国
家
か
ら
民

主
主
義
へ
シ
フ
ト
し
た
点
で
あ
る
。
戦
中
の
未
明
は
、
天
皇
を
「
国
民
の
父
」

に
、
国
民
を
「
陛
下
の
赤
子
」
に
見
立
て
、
国
家
を
一
つ
の
家
族
に
準
え
る
家

族
国
家
観
を
信
奉
し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
日
本
の
家
族
制
度
は
、
日
本
精
神

を
中
軸
と
す
る
、
世
界
無
比
の
も
の
で
あ
る
。
皇
道
日
本
は
皇
室
中
心
の
一
大

家
族
で
な
い
か
？　

上
下
三
千
年
、
こ
れ
が
た
め
に
和
協
一
致
が
保
た
れ
た
の

で
あ
る
」（「
日
本
的
童
話
の
提
唱
」「
報
知
新
聞
」
昭
和
一
四
年
九
月
二
〇
～

二
三
、二
五
・
二
六
日
）
と
い
っ
た
発
言
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
戦
後
の

未
明
は
、「
真
の
民
主
主
義
へ
の
新
し
き
芽
を
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（「
現
下
の
所
感
」「
児
童
文
学
新
聞
」
昭
和
二
五
年
三
月
一
日
）
と
説
き
、「
暇

が
あ
れ
ば
、
選
挙
候
補
者
の
演
説
を
聞
き
歩
く
」（「
心
の
芽
」「
少
国
民
の
友
」

昭
和
二
一
年
二
月
）
民
主
青
年
を
、
自
作
の
主
人
公
に
据
え
て
い
る
。
天
皇
を

核
と
す
る
家
族
国
家
へ
の
愛
慕
は
、
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

三
つ
は
、
資
本
主
義
批
判
の
質
が
、
制
度
に
対
す
る
弾
劾
か
ら
、
個
人
の
私

欲
を
戒
め
る
方
向
へ
転
じ
た
点
で
あ
る
。
戦
中
の
未
明
は
、
資
本
主
義
こ
そ
、

民
衆
を
堕
落
さ
せ
る
諸
悪
の
根
源
と
見
做
し
、
徹
底
し
た
痛
罵
を
浴
び
せ
て
い

た
。
例
え
ば
、「
資
本
主
義
は
、
い
ろ
い
ろ
の
分
業
を
産
み
、
人
間
を
機
械
に

隷
属
せ
し
め
、人
間
を
退
化
せ
し
め
た
の
だ
」（「
日
本
的
童
話
の
提
唱
」
同
前
）

と
、
人
間
の
「
退
化
」
の
原
因
を
資
本
主
義
に
帰
責
さ
せ
て
い
る
。
翻
っ
て
戦

後
の
未
明
は
、
資
本
主
義
と
い
う
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
へ
の
批
判
を
、
さ
ほ
ど

行
わ
な
い
。
む
し
ろ
、
人
々
が
資
本
主
義
か
ら
悪
影
響
を
受
け
、
欲
望
に
ま
み

れ
た
存
在
と
な
ら
な
い
よ
う
、
個
人
の
心
が
け

0

0

0

を
糺
そ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著

で
あ
る
。
成
金
に
母
の
思
い
出
の
バ
ラ
を
売
り
渡
さ
な
い「
ヤ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
」

（「
金
で
買
え
な
い
仕
合
せ
」「
こ
ど
も
朝
日
」
昭
和
二
三
年
七
月
）
や
、「
人
間

も
、
ま
ち
が
つ
た
考
え
や
、
欲
望
さ
え
持
た
な
け
れ
ば
、
互
に
親
し
み
合
う
こ

と
が
出
来
て
、美
し
い
に
ち
が
い
が
あ
り
ま
せ
ん
」（「
託
児
所
の
あ
る
村
」「
文

学
教
育
」
昭
和
二
六
年
一
〇
月
）
と
欲
望
の
放
棄
を
説
く
青
年
画
家
は
、
未
明

の
反
私
欲
の
祈
念
が
具
現
化
し
た
存
在
だ
ろ
う
。
制
度
の
糾
弾
よ
り
、
人
心
の

啓
発
に
、
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

注１　

山
中
恒
の
『
戦
時
児
童
文
学
論
』（
大
月
書
店
、
平
成
二
二
年
一
一
月
）
は
、

昭
和
期
の
未
明
の
国
策
協
力
を
詳
述
し
た
労
作
だ
が
、
本
書
は
戦
中
の
歩
み
の
み

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
大
正
・
戦
後
の
足
跡
や
、
三
者
の
前
後
比
較
は
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論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
未
明
の
変
節
に
つ
い
て
は
、
鳥
越
信
も
「
と
も
か

く
こ
ん
な
に
は
げ
し
く
ゆ
れ
動
い
た
作
家
は
珍
し
い
と
思
う
が
、
も
っ
と
ふ
し
ぎ

な
の
は
、
そ
う
し
た
未
明
へ
の
否
定
的
・
批
判
的
な
評
価
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
常

に
未
明
は
そ
の
時
々
の
日
本
児
童
文
学
の
頂
点
に
立
つ
作
家
と
し
て
、
高
い
評
価

を
与
え
ら
れ
て
き
た
点
で
あ
る
」（「
小
川
未
明
」『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
第
３
５

巻　

児
童
文
学
』
角
川
書
店
、
昭
和
五
七
年
七
月
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

２　

児
童
文
学
者
協
会
の
綱
領
・
規
約
は
、
蔵
原
惟
人
・
中
野
重
治
・
宮
本
百
合
子

ら
が
設
立
発
起
人
を
務
め
る
新
日
本
文
学
会
の
綱
領
草
案
「
民
主
主
義
的
文
学
の

創
造
と
そ
の
普
及
」、
規
約
草
案
「
本
会
ハ
民
主
主
義
文
学
ノ
創
造
ト
普
及
ト
ヲ

目
的
ト
ス
ル
」（「
新
日
本
文
学　

創
刊
準
備
号
」
昭
和
二
一
年
一
月
）
と
、
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
加
え
て
両
団
体
は
、
民
主
主
義
文
化
の
建
設
を
目
指
す
日
本

民
主
主
義
文
化
連
盟
へ
と
も
に
加
盟
し
て
お
り
、
児
童
文
学
者
協
会
は
菅
忠
道
・

関
英
雄
・
奈
街
三
郎
の
三
名
を
評
議
員
と
し
て
送
っ
て
い
る
。

３　
「
子
供
た
ち
へ
の
責
任
」（「
日
本
児
童
文
学
」
昭
和
二
一
年
九
月
）
に
は
、「
戦

争
中
は
い
か
な
る
言
葉
を
も
つ
て
子
ど
も
た
ち
を
教
へ
た
か
。
指
導
者
ら
に
は
何

の
情
熱
も
信
念
も
な
く
、
た
だ
概
念
的
に
国
家
の
た
め
に
犠
牲
に
な
れ
と
い
ひ
、

一
億
一
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
つ
て
、
形
式
的
に
朝
晩
に
奉
仕
的
な

仕
事
を
強
制
し
て
来
た
。
そ
し
て
日
本
は
一
番
正
し
い
の
で
あ
る
し
、
敵
は
残
忍

で
あ
り
醜
悪
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
言
葉
に
文
章
に
信
ぜ
せ
し
め
よ
う
と
し
て
来

た
。
そ
れ
が
終
戦
後
の
態
度
は
ど
う
で
あ
る
か
、
今
ま
で
の
敵
を
賛
美
し
、
ま
ち

が
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
正
し
い
と
い
ひ
、
ま
つ
た
く
反
対
の
こ
と
を
平
然
と
し
て
語

つ
て
ゐ
る
」
と
、
旧
指
導
者
層
の
戦
争
動
員
お
よ
び
戦
後
の
変
わ
り
身
の
早
さ
を

指
弾
す
る
叙
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
少
国
民
文
化
協
会
の
役
員
と
し
て
国
策

協
力
を
担
っ
て
い
た
、自
身
の
振
る
舞
い
に
関
す
る
反
省
的
論
及
は
見
ら
れ
な
い
。

４　

未
明
の
次
女
・
岡
上
鈴
江
に
よ
る
と
、
芸
術
院
賞
受
賞
に
際
し
て
は
、
大
正
時

代
、
未
明
を
監
視
し
て
い
た
特
別
高
等
警
察
の
刑
事
か
ら
も
、
祝
い
の
手
紙
が
送

ら
れ
て
き
そ
う
だ
。「
父
と
母
は
感
慨
無
量
な
面
持
ち
」（『
父
小
川
未
明
』新
評
論
、

昭
和
四
五
年
五
月
）
で
あ
っ
た
と
、
岡
上
は
回
想
し
て
い
る
。

５　
「
童
話
を
作
っ
て
五
十
年
」（「
文
芸
春
秋
」
昭
和
二
六
年
二
月
）、「
童
話
に

生
き
る
」（「
中
学
時
代
」
昭
和
二
六
年
八
月
）、「
人
生
案
内
」（「
ニ
ュ
ー
エ
イ

ジ
」
昭
和
二
六
年
一
〇
月
）、「「
児
童
文
学
」
の
夜
明
け
へ
」（「
読
売
新
聞
」
昭

和
二
八
年
八
月
二
四
日
）、「
常
に
希
望
を
も
つ
」（「
中
学
時
代
」
昭
和
二
九
年
二

月
）、「
童
話
と
私
」（「
改
造
」
昭
和
二
九
年
六
月
）、「
私
の
一
転
機
」（「
週
刊
朝

日
」
昭
和
三
三
年
五
月
一
四
日
）
な
ど
。

６　
「
故
小
川
未
明
氏
に
金
一
封
」（「
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
六
年
五
月
一
三
日
夕
刊
）

７　
「
心
の
芽
」
の
初
出
誌
で
あ
る
「
少
国
民
の
友
」（
昭
和
二
一
年
二
月
）
を
ひ
も

と
く
と
、
未
明
に
限
ら
ず
、
全
体
と
し
て
、
民
主
主
義
賛
美
の
色
調
が
濃
厚
で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
誌
の
巻
頭
論
文
、
平
貞
蔵
「
民
主
主
義
と
は
ど
う
い
ふ
こ
と
か
」

で
は
、
民
主
主
義
と
い
う
政
治
思
想
の
歴
史
的
来
歴
を
概
観
し
た
上
で
、「
連
合

国
か
ら
さ
う
い
は
れ
な
く
と
も
民
主
主
義
の
国
、
民
主
主
義
的
な
人
間
に
な
る
の

が
ほ
ん
た
う
な
の
で
す
。（
中
略
）
ま
た
国
が
ほ
ん
た
う
に
進
歩
す
る
の
に
も
民

主
主
義
が
最
も
よ
い
の
で
す
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
米
陸
軍
中
尉

＝
エ
イ
リ
ー
ン
・
Ｒ
・
ド
ノ
ー
ヴ
ア
ン
「
進
駐
軍
よ
り
お
く
る　

日
本
の
子
ど
も

た
ち
へ
」
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
主
々
義
的
精
神
の
漲
つ
て
ゐ
な
い
と
こ



─ 33 ─

小川未明の再転向

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
」「
ア
メ
リ
カ
の
子
供
た
ち
は
、
大
変
程
度
の
高
い
文
明
生
活

の
中
に
、
一
人
の
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
養
成
さ
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
、
民
主
主

義
を
実
践
す
る
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
の
教
育
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
褒
め
た
た
え
て
い

る
。

８　

秋
山
清
・
小
野
十
三
郎
ら
が
編
集
責
任
者
を
務
め
た
雑
誌
「
コ
ス
モ
ス
」
の
創

刊
の
辞
で
も
、
戦
中
・
戦
後
の
文
学
者
の
変
節
は
、「
敗
戦
の
今
日
で
は
ま
た
風

の
吹
き
廻
し
で
猫
も
杓
子
も
民
主
々
義
を
唱
へ
昨
日
ま
で
反
動
的
国
家
主
義
の
笛

を
吹
い
て
ゐ
た
者
ま
で
が
恬
然
と
し
て
自
由
の
歌
手
に
早
変
り
す
る
と
い
ふ
さ
は

ぎ
で
す
」（「
創
刊
に
つ
い
て
」「
コ
ス
モ
ス
」
昭
和
二
一
年
四
月
）
と
批
判
さ
れ

て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
未
明
も
ま
た
、
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
事
実
は
疑

い
得
な
い
。

９　

例
え
ば
、
大
正
期
の
評
論
「
新
社
会
の
人
間
た
ら
し
む
べ
く
」（「
女
性
」
大
正

一
二
年
三
月
）
に
は
、「
私
は
、
あ
る
金
持
の
細
君
が
、
病
気
で
熱
の
高
い
子
供

を
女
中
に
委
し
て
、
自
分
達
は
、
自
動
車
に
乗
つ
て
芝
居
を
見
に
行
つ
た
と
い
ふ

事
実
を
、
あ
る
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
時
に
、
其
時
、
私
は
、
こ
の
無
恥
、
薄
情
の

女
を
ど
ん
な
に
心
で
憎
ん
だ
か
知
れ
な
い
。「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
は
、
そ
ん
な
も

の
は
な
い
」
と
、
さ
へ
私
は
、
叫
ん
だ
の
で
す
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
子
ど
も
の

看
病
よ
り
「
自
己
享
楽
」
を
優
先
さ
せ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
夫
人
へ
の
憎
悪
が
表
明
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
昭
和
期
の
評
論
「
発
足
点
か
ら
出
直
せ
」（『
新
日
本
童

話
』
竹
村
書
房
、昭
和
一
五
年
六
月
）
に
は
、「
独
り
芸
術
家
だ
け
で
な
か
つ
た
が
、

金
に
さ
へ
な
り
、
同
時
に
虚
名
を
博
さ
れ
る
場
合
に
は
、
往
々
人
た
る
こ
と
の
矜

持
を
忘
れ
て
、
裸
に
な
つ
て
踊
る
こ
と
も
辞
さ
な
か
つ
た
で
あ
り
ま
せ
う
。
世
間

も
ま
た
新
聞
や
雑
誌
の
上
で
有
名
に
さ
へ
な
れ
ば
、
そ
の
人
を
成
功
者
と
し
て
、

特
別
に
扱
ひ
、
羨
望
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
資
本
主
義
が
、
人
間
を
し
て
堕
落
さ

せ
る
こ
と
、
大
概
此
の
如
く
で
あ
り
ま
す
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
金
と
名
声
に
浮

か
れ
る
成
功
者
の
様
子
を
裸
踊
り
に
譬
え
て
い
る
。
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　This paper is a sequel to "Conversion of Mimei Ogawa" which I wrote in the journal 

Japanese Literature Culture（2015 ／ 2016）. In those articles, I tried to trace the 

conversion of Mimei from 1912 to 1945. Although Mimei initially believed in socialism, as 

soon as the Sino-Japanese War broke out, he discarded the ideology and turned to be an 

ardent nationalist. As a result, throughout the World War II, he aggressively showed his 

cooperation to the war. 

　However, Mimei’s conversion did not end at this point. After Japan lost the World 

War II, he was re-converted. That is to say he quit to be a nationalist and began to 

advocate the importance of democracy and pacifism. This conversion as well as the 

former conversion was a surprising turnabout. But, until now, this disgraceful behavior of 

Mimei, "the father of Japanese children's literature", has not necessarily collected so much 

attention in the field of research.   

　Therefore, this paper aims to reveal the process of Mimei’s postwar re-conversion by 

exploring his personal history and literary works. I would like to show how he changed 

his idea and why such a dramatically change occurred.


